
藤木サッシ株式会社様

毎月70社（1社につき2～3枚。合計200枚以上）の請求書
を処理。手入力での処理に手間と時間がかかっていたため、
省力化が必要だった。

1

2 会計ソフトの入力に文字数や操作の制約があるため、
処理する度に考慮して入力しなければならなかった。

困りごと 解決

毎月200枚以上にのぼる請求書の手入力から解放！
経理業務の改善と生産性向上への大きなきっかけに！

1 OCRの自動読み取りにより、請求処理がチェックだけ
で済み、毎月2日分を要した入力作業から開放された。

2 OCRの読み取りとAIの学習が進み、
入力候補の確認やチェックで済むようになった。

3 銀行システムとシームレスな連携が可能になり、
支払処理がスムーズになった。3 インターネットバンキングへの支払い処理用リストを

Excel®で作成していた。

「RICOH Cloud OCR for 請求書」は、紙やPDFの請求書を文字データ化する
クラウド型のAI帳票認識OCRソリューションです。リコー独自の帳票解析技術と
画像処理技術を搭載したAIが、請求書に記載された情報を自動認識します。今回
は「RICOH Cloud OCR for 請求書」を導入された藤木サッシ株式会社様に導入
の背景や効果をお聞きしました。藤木サッシ株式会社様は、サッシや外装パネル
などの設計施工が主な事業で、新潟各地の公共施設や学校、病院、商業施設等の
施工を手がけられています。

RICOH Cloud OCR
for 請求書

クラウド型AI帳票認識OCRソリューション

お客様導入事例

CSVAI（人工知能）

OCR
会計システム
銀行システム

請求書

◯締め日
◯会社名
◯請求金額
◯工事番号
◯摘要（複数）など
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「RICOH Cloud OCR for 請求書」導入
のきっかけをお教えください。
新潟の建築業界では、これまでよりも工事件数が

少なくなり、価格競争なども激化してきています。

会社の利益率を維持するために、私たちも経費削

減や効率化といったさまざまな業務改善が必要だ

と考えていました。

請求書の入力処理では、会計システムの入力に

必要な請求書の読み取りや手入力だけでなく、

支払いに必要なインターネットバンキング用の

Excel®ファイルの作成のための手間もかかってい

て、特に会計ソフトへの入力の手間を省力化した

いと考えていました。そのようなタイミングで、リ

コージャパンの営業担当者から「RICOH Cloud 

OCR for 請求書」をご紹介されました。サービスの

詳しいお話を伺って検討して、私たちの課題や要

望に合うと判断して、導入を決定しました。

導入以前の請求処理の課題を
お聞かせください。
弊社で使用している会計ソフトは、摘要欄の文字数

や行数のフォーマットに制約があるため、入力する

時には日本語と英数字の切り替えや改行の処理

などに手間がかかっていました。

請求書の処理については、仕入先の１社から複数

の工事についての請求がそれぞれあるので、１社

あたりの請求書の枚数は少なくても数枚、多いと

10枚以上にのぼる場合もあり、毎月合計すると

200枚以上の請求書の入力作業が必要でした。

さらに、各請求書の明細が10品目以上はあるため、

摘要などの細部まで含めるとかなりの数の入力を

しなければなりません。これらの項目をすべて人力

の目視と手入力によって処理していたので、大きな

手間と時間がかかっていました。

さらに弊社からの支払いは手形と振り込みの2種類

あり、それぞれを管理するためのリストもExcel®で

別途、手入力して作成していました。銀行システムを

使う支払いについても、Excel®への転記や入力

する作業を行って処理をしていました。

「RICOH Cloud OCR for 請求書」を
使った請求処理はいかがでしょうか。
「RICOH Cloud OCR for 請求書」を導入して

からは、手入力での作業がなくなって、請求関連の

処理にかかる時間を考えると毎月2日ほどの大きな

短縮につながりました。

弊社内での請求処理のルールでは、請求書に対する

取引担当者や上司の承認が必要で、請求書ごとに

回覧欄をスタンプして順番に回覧・確認して判子を

押す長年の慣行がありましたが、ゴム印を押した

欄でそもそも見づらいという問題がありました。

その一方で、イレギュラーな回覧欄があれば

OCRも読み取りにくくなり、読み取り精度が低下

させてしまうという問題も起きやすくなります。こう

した問題を回避するために、回覧表を別紙に作成

して請求書に添付するようにして、回覧処理の業務

を改善しました。このような改善の結果、人に

とってもOCRにとっても、見やすく読み取りやすい

請求書の回覧につながっています。

銀行での振り込み処理では、「RICOH Cloud OCR 

for 請求書」から出力したExcel®ファイルを全銀

ファイルに変換することで、スムーズに処理できる

ようになりました。変換してできた全銀ファイルを

銀行システムにアップロードして操作をするだけ

で、支払処理が完了するので支払いの業務が楽に

なりました。

「RICOH Cloud OCR for 請求書」の
読み取りや入力精度はいかがでしょうか。
実際の請求書の処理で使っていくうちに「RICOH 

Cloud OCR for 請求書」のAIが学習してくれて

●お問い合わせ・ご用命は・・・
東京都港区芝          芝公園ファーストビル
〒

記載内容は、2022年2月現在のものです。

https://www.ricoh.co.jp/service/cloud-ocr/

います。請求書の中で何度も出てくる会社名や仕訳

の科目などもどんどん覚えてくれて、入力候補として

提案してくれています。使っていくうちに読み取りも

さらにスムーズになって、すごいなと思いました。

また、製品自体もバージョンアップされて新機能が

常に追加されるなど、細かな機能が改善されて

いて、使いやすくなっていると感じています。商品名

や商品コードなどの認識でも、時間がかからず

精度も高くなっているので、導入してよかったなと

思います。

今後の展望をお聞かせください。
「RICOH Cloud OCR for 請求書」の導入がきっ

かけとなって、さまざまな業務の改善や生産性の向

上ができることもわかり、ヒントになったこともあり

がたく思います。たとえば、手間のかかっている手

形の割り方もデジタルを使えば自動化できるので

はないか、条件設定をして割り振りができるので

はないか、などというアイデアも考えています。請求

書の処理だけでなく、今後は経費精算の省力化の

しくみづくりや、そのほかの業務のペーパーレス化

などもさらに検討して推進することができればと

考えています。

「RICOH Cloud OCR for 請求書」の導入で、
業務改善と生産性向上のヒントが見えてきた

※Excelは米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
※その他の会社名および製品名は、それぞれ各社の商号、商標または登録商標です。

導入前

導入後

●月の請求書処理作業時間をおよそ2日分の省力化を実現　●手作業によるミスを削減　
●OCR後のCSV出力で一覧表/会計システム/銀行システムへのデータ連携もスムーズに

スキャン・
アップロード

CSV

RICOH
Cloud OCR
for 請求書

導入前比

2日分/月約

●×会社          00,000円
■■■■会社   00,000円

￥

●×会社          00,000円
■■■■会社   00,000円

￥

●×会社          00,000円
■■■■会社   00,000円

総務

￥

営業・工務担当

確認

￥

営業・工務担当

確認

￥

15分所要
時間約 5分所要

時間約7時間所要
時間約

総務 総務 総務

￥ ￥

総務

￥

約200枚約200枚
70社より70社より毎月毎月

請求書受領請求書受領

￥

約200枚約200枚
70社より70社より毎月毎月

請求書受領請求書受領

会計システム一覧表 銀行システム

インポート

の省力化

OSR支払い・
仕訳作成

CSV

一覧表
手入力

2時間所要
時間 2人で約

10分
所要時間

約 5分
所要時間

約

18時間所要
時間 2人で約 1時間所要

時間 2人で約

会計
システム
手入力

銀行
システム
手入力


